
第2次計画から第3次計画では構成を変える 

 １．「計画の目標」を設定する 

 ２．「重点課題」を設定する 

 ３．ライフステージに応じた目標を設定する 

１．「計画の目標」を設定する 
 2次計画までの「具体的な施策の方向

性」を整理し，市民に分かりやすい表現の

「目標」を設定する。 
   

２．「重点課題」を設定する 
「重点課題」を設定し，誰もが課題を共有し，様々な角度から

取組みが行われるようにする。 
   

 

３．ライフステージに応じた目標を設定する 

 ライフステージ（世代）に応じた目標を新たに設定す

ることで，「食育は全ての世代に関係があること」を

示し，市民一人ひとりが「今の自分が目指す姿」をイ

メージしやすくする。 

家庭・地域における 

食育の強化推進 

学校・保育所等における 

食育の推進 

生産者と消費者との交流や 

農林漁業の活性化 

食文化の継承と国際交流 

安全安心な食生活 

食を通じた健康づくり 

地産地消・ 

食を通じた活性化 

食文化を継承し 

食を楽しむ 

計画の目標テーマ（案） 
2次計画までの 

施策の方向性 
目指す姿（例） 

朝食で元気な一日を始めている 

健康（適正）体重を知り，維持している 

よく噛んで食べている 

質・量を考えて，主食・主菜・副菜を基本に薄味の食事をしている 

望ましい食事の質・量・組合せに関する知識を持っている 

地産地消を心がけている 

様々な体験を通し，福岡の農林水産業を大切にしている 

環境に配慮した食生活を送っている 

郷土料理や行事食を取り入れ，次世代に伝えている 

家族や仲間と楽しく食事をしている 

食の安全に関する正しい知識を持っている 

基本的なマナーが身についている 

重点課題 2次計画の評価から 

具体的な取組 

家庭 

地域（関係団体） 

行政 

それぞれがどのよう

な取組を行っていく

かを示す 
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